膵癌早期診断の新展開：造影超音波を用いた小膵癌の描出と診断能 by 石井 健太郎 et al.
2008年1月 第160回医学会総会演題抄録 一　119　一
パー相（Vasculo－Kupffer　phase）投与後1分から10
分。血管造影にKupfferイメージが加わっている時
相。：（1）血管優位相（Vascular　dominant　phase）投与
後1分以降3分まで。血管造影が優位だが、Kupfferイ
メージも加わっている時相。（2）Kup∬er優位相
（Kupffer　dominant　phase）投与後3分から10分まで。
血管造影も続いているが、Kupfferイメージが優位な
時相。2．クッパー相（Kupffer　phase）：投与後10分
以降。主にKupfferイメージからなる時相。
【まとめ】造影超音波による肝の時相を決定した。こ
れを使用することにより、再現性があり、より正確な
肝臓の血行動態や肝内微小循環の検討による肝機能
評価が可能となる。
P2－27．
胆嚢疾患の診断における造影エコーの有用性に
ついて
（内科学第四）
○辻　修二郎、糸井　隆夫、祖父尼　淳
　糸川　文英、栗原　俊夫、石井健太郎
　池内　信人、森安　史典
【背景と目的】体外式腹部超音波検査は経静脈性超
音波造影剤をもちいることでより詳細な血流動態を
得られる為、肝疾患のみならず胆嚢疾患においてもそ
の有用性が報告されている。今回、当院においてガラ
クトース・パルミチン酸混合物（レボピスト：商品名）
による造影エコー法を行ない、それら症例を鑑別及び
癌における診断的意義を含め検討した。
【対象と方法】　当科で造影エコーを施行した胆嚢疾
患症例　癌25例（男女比ll：14、平均年齢74歳、平
均腫瘍径46．2mm（12．5－90）、切除15例、非切除10例）
切除例内訳（乳頭状腺癌5例、高分化型管状腺癌3
例、中分化型2例、低分化型3例、腺腫内癌2例）。良
性疾患5例（コレステロールポリープ2例、胆泥2
例、胆嚢腺筋腫症1例、切除2例、非切除3例）を対
象とした。非切除の癌と良性疾患においても経皮経肝
的もしくは経乳頭的に組織診、細胞診を得た。Levovist
8ml（300　mg／mL）を右肘静脈よりlml／secにて静注
し、投与直後より40秒～60秒までをVascular　image
として観察した。又、胆道は肝臓と異なりKupper細
胞を有さない為、Perfusion　imageは、造影剤を再投与
し90秒後より3分程度まで観察した。肝への直接浸
潤は3分後以降に観察した。
　検討項目は1）疾患別による染影態度　2）胆嚢癌
の病理組織型における島影態度　3）病変の大きさと
染出態度について比較した。【成績】①腫瘍として指
摘された胆泥2例、胆嚢癌における胆石、胆泥合併例
においても腫瘍部以外は血流を示さず肉眼的形態の
把握に有用であった②分化度の低いものほど不均
一な面影をとる傾向にあった③腫瘍進展の高度な
症例ほど血流は乏しく、17例の肝直接浸潤例ではB－
modeに比べ浸潤部がより明瞭となった。
【結語】造影エコーは胆嚢疾患の鑑別及び癌におけ
る質的診断に有用である。
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膵癌早期診断の新展開～造影超音波を用いた小
膵癌の描出と診断能
（内科学第四）
○石井健太郎、祖父尼　淳、糸井　隆夫
　糸川　文英、栗原　俊夫、辻　修二郎
　土屋　貴愛、池内　信人、森安　史典
（外科学第三）
　青木　達哉
【目的】各種画像診断の進歩にも関わらず小膵癌
（TSI）の発見率・診断能に関しては未だ十分とはいえ
ない。そこで今回、造影超音波（CE－US）の観点から
膵腫瘤、特にTSl膵癌の早期診断を含めた存在診断、
質的診断にCE－USが有用であるか否かを検討した。
【方法】対象は、当科で経験した膵腫瘤性病変38例
である。内訳はTSI膵癌20例、膵癌との鑑別が問題と
なる腫瘤形成性膵炎10例、転移性膵癌2例、Solid－
pseudo　papillary　tumor　1　／　IJ、膵内副脾1例、膵嚢胞2
例、慢性膵炎2例である。超音波装置はSIEMENS－
AcusoN血潮sEQuolA512あるいは東芝社製
APRIO、超音波造影剤はLevovist⑪あるいはSonazoid⑪
を用いた。Vascularおよびperfusion　imageにて病変部
とその周囲部分の血流動態を比較観察し、シグナルの
多いものをhyper、同等のものをiso、少ないものを
hypoの3パターンに分類し検討した。
【結果】膵腫瘤38例中、B－mode　USでは33例
（87％）、CE－USでは37例（97％）で描出された。　B－
mode　USで描出されなかった5例はいずれもTSl膵
癌であった。描出が可能だったTSI膵癌19例におけ
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るcE－usの二二態度は、　hypo／hypoパターンは14
例（74％）、iso／isoパターンが5例（26％）であった。
hyperパターンは認めなかった。組織学的分化度と面
影態度の比較では、高～中分化型管状腺癌15例のう
ち12例（60％）でhypo／hypoパターン、3例（15％）で
iso／isoパターンを呈し、低分化型管状腺癌4例では、
硬性型2例でhypo／hypoパターンを、髄様型2例で
hypo～iso／isoパターン、詳細不明な腺癌でiso／isoパ
ターンを呈した。TSI膵癌においても染影態度や組織
学的検討では、TS2以上の膵癌とほぼ同等の成績であ
るが、小腫瘤ゆえにやや染影されやすい傾向にあっ
た。その他の膵小腫瘤18例では、hypo／hypoパターン
が4例、iso／isoパターンが12例、　hyper／hyperパター
ンが2例であった。撮記腫瘤38例において、hypovas－
cularityパターンが膵癌と診断されるのは、感度
77．7％、特異度73，6％、回診率75．6％であった。
【結論】膵の小腫瘤性病変では、CE－USを併用する
ことで、特に小膵癌の描出／発見率の向上が期待され
る。またその染影態度を検討することにより存在診断
のみならず質的診断に有用であることが示唆された。
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甲状腺結節に対する組織内レーザー焼灼法の研
究
（大学院単位取得・外科学第一）
○久保田光博
（外科学第一）
　筒井　英光、山田　雅恵、今井健太郎
　角田　佳彦、前原　幸夫、大谷　圭志
　井上　達哉、一ノ瀬修二、臼田　実男
　山田　公人、奥仲　哲弥、加藤　治文
　近年の超音波診断装置の解像度の向上により甲状
腺微小癌が増加している。甲状腺癌は一般に手術療法
が唯一の治療法であり、手術にとって代わる低侵襲で
医療経済的にも負担の少ない治療法の開発が望まれ
ている。そこで我々は甲状腺微小癌に対する経皮的
レーザー焼灼術を考案した。超音波ガイド下に腫瘍内
にファイバーを刺入し腫瘍内部よりレーザー光を発
振するものである。今回、ヒト摘出甲状腺および実験
動物を材料に基礎実験を行い、レーザー照射による甲
状腺の組織学的変化を検討するとともに、治療部周辺
の温度変化を測定し、甲状腺隣接臓器への影響を観測
することにより甲状腺微小癌に対する至適レーザー
照射条件を明らかにすることを目的とした。実験には
ヒト摘出甲状腺としてバセドウ病患者の摘出甲状腺、
動物実験としてブタ甲状腺を使用した。レーザー装置
は830nmの光を発振するダイオードレーザーを使用
し、出力を3W、5Wとし各々に対し照射量250J、500
J、1，㎜J、1，500Jのレーザー照射を行い、形成される
壊死範囲を測定した。また、照射点より5mm、10mm、
15mmの点に熱伝心を挿入し、甲状腺組織内の温度変
化を評価すると同時に、サーモグラフィによる甲状腺
表面温度の変化を計測した。結果は、総照射量一定の
下では、出力5Wより3Wのほうが大きな壊死範囲
を形成する傾向を認めた。照射時間に着目すると、3
W、5Wいずれの出力でも照射時間が同一であれば、
壊死の大きさも同程度であった。以上より、組織内
レーザー照射により形成される壊死の大きさは、ある
一定の組織内温度に達すると、出力や総照射量に依ら
ず、照射時間に依存することが予想された。3W、5W
の出力を問わず、約300秒程度の照射により、平均直
径lcmの壊死を形成することが可能であったが、甲
状腺表面温度は出力3Wで42℃以下に留まるのに対
し出力5Wでは50℃を超えて上昇するため、隣接臓
器傷害回避のためには出力3Wを用いるのが得策で
あると考えられた。
P2－30．
Kattanの前立腺全摘術後PSA非再発予測ノモ
グラムの妥当性の検討
（大学院一年・泌尿器科学）
○竹内　尚史
（泌尿器科学）
　大堀　　理、橋本　　剛、伊関　　亮
　佐竹　直哉、中神　義弘、坂本　　昇
　秦野　　直、橘　　政昭
【目的】欧米で実際の臨床で使われているPSA非再
発予測のKattanノモグラムが日本人でも同様に使用
可能かを検討。
【対象と方法】2001年から2006年12月まで当院で
施行した術前内分泌治療を受けていないTlc－
T3NOMO前立腺癌277例を対象とし、術前PSA値、生
検Gleason　score、臨床T分類を用いKattanのノモグ
ラムからPSA非再発の5年時の予測値を算出し実際
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